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§１．研究成果の概要 

 

 出芽酵母やヒトの細胞では、20 を超える代謝酵素群が低酸素条件下で集合し、“G body”と呼

ばれる集合体を形成する。本研究では我々が 2013 年に酵母で初めて報告したこの代謝酵素集

合体について、集合体形成の機序を明らかにするとともに、集合体形成機構を利用した多段階生

合成経路の効率化を目指している。これまでの研究で、小スケール低酸素培養系を用いた代謝酵

素の動態解析により、解糖系酵素による集合体形成は一度に起こるのではなく、酵素ごとに集合

順序が厳密に制御されていることを示唆する結果を得た 1)。第 2 年次は、各種無細胞合成系を用

いて集合体形成を制御する分子の検証を行うための in vitro試験系を検討した結果、in vitro に

おける酵素集合体の人為的な形成を確認し、当該集合体の性質について今後検証する予定であ

る。これにより、代謝酵素集合体の形成原理を利用した人為的な集合体を細胞外でも制御できる

可能性を示した。また、酵素集合体の性質を非侵襲的かつ経時的に測定するためのバイオリアク

ターを新たに構築し、その改良条件について検討したほか、酵母細胞内で多色蛍光による集合体

形成酵素の同時観察について検討を行った。 
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